
２０２５年度（令和７年度）地域まちづくり推進事業報告書 

駅家北学区服部まちづくり推進委員会 委員長 井本 剛史 

  (問合せ先) ０８４－９７８－０８１０（服部交流館） 

事業内容 

（１）世代間交流事業 

ほたるの夕べ（５月３１日）／夏まつり（８月２日）／ 

グラウンドゴルフ大会（１１月９日 雨天中止）／ウォーキング大会（２月１５日）／ 

文化保存事業・盆踊り練習（７月２７日） 

（２）自主防災 

防災教室（８月１日・８月１５日）／自主防災訓練（１１月２３日）／ 

防災クッキング（１２月４日）／防災キャンプ（１２月５日・１２月６日） 

（３）環境事業・活動 

体育館清掃（６月２２日）／はっとり交流広場清掃（８月３１日）／ 

服部大池池の口環境美化活動（２月８日） 

（４）学習会 

夏休みこども教室 絵画教室（７月２２日）／工作教室（８月７日） 

まちづくりミーティング（２月１日） 

デジタル技術活用事業（通年） 

（５）駅家まちづくり献血事業（８月２０日・８月２１日） 

（６）まちづくり運営事業（通年） 

 

 

 

 

 

 

成 果 

まちづくり事業を通じて、地域住民のふれあいを強く感じることができた。 

課 題 

戸数の減少と行事参加者の固定化、若者の減少・流出、高齢化の進行。 

課題解決にむけて 

【新・服部まちづくり計画】の策定に向けて活動をスタートさせた。参加者の固定化を少しでも

解消するため、若年世代への呼びかけをデジタル技術を活用しながら広報していく。 

駅家北小児童と一緒に 

ほたるの放流 

 

保存会のみなさんの音頭に 

あわせて盆踊り 

“夏休みわくわくこども教室” 

絵画教室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例年の防災教室の開催で防災意識が高まってきたところで、今年度は初めての【１泊２

日防災キャンプ】に挑戦しました。体育館を避難所として開設し、避難所運営と避難所で

の過ごし方について学びました。講師の方としっかり連携をとり、打ち合わせをたくさん

してきましたが、いざ当日を迎えてみると準備不足も失敗も多々ありました。それでも「楽

しかった！」「来年もやる？」といった声を聞くと、今年度の経験をまた来年度につなげた

いと強く感じた２日間でした。 

テントやパーテーションを使って 

避難所を開設しました 

部屋割りを決めて書き込みます 

夕飯はあったか豚汁と非常食 大人気のたき火マシュマロ 

寒い朝はストーブを囲んで朝食 後片付けもみんなで！ 


